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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】襟飾りの着装を、スナップボタン雄型とスナッ
プボタン雌型とからなるスナップボタンを利用して、簡
略に行えるようにする襟飾りの着装手段を提供する。
【解決手段】襟飾りＡの飾り部ｂにスナップボタン雄型
４ｂを付設し、スナップボタン雌型を、それに、係合ボ
タンｆを重合させて縫い合わせ、その係合ボタンｆのシ
ャツ１に対する係着により止着し、スナップボタン雌型
と襟飾りＡの飾り部ｂの張出部ｃに付設のスナップボタ
ン雄型４ｂとの嵌合により、着装する。
【選択図】図７
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　開襟の状態としたシャツ（１）の胸部の前面に位置する主体部（ａ）と、その主体部（
ａ）の上方に接続して同上状態のシャツ（１）の襟元部の前面に位置する飾り部（ｂ）と
、その飾り部（ｂ）の左右の肩部からそれぞれ外側に張り出す左右の張出部（ｃ）・（ｄ
）と、を備え、その左右の張出部（ｃ）・（ｄ）のうちの、一方の張出部（ｃ）には、シ
ャツ（１）の第１ボタンホール（３）から外した第１ボタン（２）に対し嵌合し合うボタ
ンホール（ｅ）を付設し、他方の張出部（ｄ）には、シャツ（１）の外した第１ボタンホ
ール（３）に対し係合し合う係合ボタン（５）を付設しておく襟飾り（Ａ）において、前
記第１ボタン（２）と略同径のスナップボタン雌型（４ａ）とこれに装脱自在に嵌り合う
スナップボタン雄型（４ｂ）とからなるスナップボタン（４）を別に用意し、そのスナッ
プボタン（４）のスナップボタン雄型（４ｂ）は、シャツ（１）の外した第１ボタンホー
ル（３）と対向する一方の張出部（ｃ）の裏面側に取り付け、スナップボタン雌型（４ａ
）は、シャツ（１）の外した第１ボタンホール（３）に対して装脱自在に嵌り合う係合ボ
タン（ｆ）と重ね合わせて縫い糸（６）により縫い合わせておいて、その係合ボタン（ｆ
）の前記第１ボタンホール（３）に対して嵌合せしめることにより係合ボタン（ｆ）をシ
ャツ（１）の第１ボタンホール（３）の外面位置に付設せしめることを特徴とする襟飾り
の装着手段。
【請求項２】
　シャツ（１）の第１ボタン（２）をシャツ（１）から取り除いて、スナップボタンの雌
型（４ａ）を付け替え取り付けておき、襟飾り（Ａ）の左右の張出部（ｃ）・（ｄ）のう
ちの、シャツ（１）の外した第１ボタン（２）に対し重合する他方の張出部（ｃ）の裏面
側には、前記スナップボタン雌型（４ａ）に対し装脱自在に嵌り合うスナップボタン雄型
（４ｂ）を付設しておくことを特徴とする襟飾りの装着手段。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、洋服の襟元に着装するネクタイ・ブローチ等の襟飾りのうちで、着装したシ
ャツの襟元部の第１ボタンを第１ボタンホールから外して、そのシャツの襟元部を開襟の
状態としたところに、外したシャツの第１ボタンと第１ボタンホールを利用して装着する
ようにした形態の襟飾りにおける襟飾りの装着手段についての改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　洋服の襟元に着装するネクタイ・ブローチ等の襟飾りのうちで、着装したシャツの襟元
部の第１ボタンを第１ボタンホールから外して、シャツを開襟の状態としたところに、そ
の外した第１ボタンと第１ボタンホールとを、着装手段に利用して着装するようにした形
態の襟飾りは、実用新案登録第３１９１０６０号公報、同第３１９１０６１号公報にある
ように、本願の出願人が既に開発して公知のものとなっている。
【０００３】
　この形態の襟飾りは、図により具体的に説明すれば、まず、図１にあるよう着装したシ
ャツ１は、それの胸側の合わせ部を閉じ合わせているボタンのうちの襟元部に位置する第
１ボタン２を、第１ボタンホール３から外して、図２に示している如く、襟元部がＶ字形
の開放部Ｙを形成して開襟した状態としておく。
【０００４】
　また、この開襟とした状態のシャツ１の襟元部に対して着装する襟飾りＡは、図３及び
図４にあるよう通常のネクタイ生地を用いて、開襟したシャツ１の前記襟元部に形成され
る開放部Ｙより下方における胸側の合わせ部の前面に位置して垂れ下がるようになる襟飾
り主体部ａを形成する。
【０００５】
　この襟飾りＡ主体部ａの上端部の上方には、前記開放部Ｙの前面を覆い込むと共に、結
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び目状の飾りを構成する飾り部ｂを、前記襟飾り主体部ａを形成しているネクタイ生地と
、ともぎれ、または適宜の生地をもって形成し、この飾り部ｂの下端側を前記主体部ａの
上端側に接続連結させて、襟飾りＡを構成するようにするが、この飾り部ｂには、それの
左右の肩部に、それぞれ、外側に向けて角状に張り出す張出部ｃ・ｄを形成しておき、襟
飾りＡを、図４に示す如く開襟の状態としたシャツ１の襟元部に着装すべく当てがったと
きに、この角状に張り出す左右の張出部ｃ・ｄが、それぞれシャツ１の襟元部の立ち代１
０の外面に当接して、その立ち代１０の端部に装設せる第１ボタン２及び第１ボタンホー
ル３の外面にそれぞれ被さるようにしておく。
【０００６】
　そして、この左右の張出部ｃ・ｄのうちの、前述した外した第１ボタン２に対し重合し
ていく側の張出部ｃには、その第１ボタン２に対し嵌り合うボタンホールｅを形設し、第
１ボタンホール３に対し重合していく側の張出部ｄの裏面側には、その第１ボタンホール
３に対して嵌り合う係合ボタン５を取り付けておき、これにより、一方の張出部ｃに設け
たボタンホールｅを、外したシャツ１の第１ボタン２に嵌め込んで係合させ、他方の張出
部ｄに設けた係合ボタン５を、外したシャツ１の第１ボタンホール３に対し嵌め合わせて
係合させることで、襟飾りＡの、シャツ１の襟元部に対する着装が行われるようにしてい
る。
【０００７】
　この形態の襟飾りＡは、それのシャツ１の襟元部に対する着装が、シャツ１の襟元部を
開襟の状態とすべく外したシャツ１の襟元部の第１ボタン２と第１ボタンホール３とを、
襟飾りを着装のための装着具に利用して行うことから、取付用の紐、係止具などの装着具
を付設することなく、シャツ１の襟元部に襟飾りＡを装着し得るようになるが、着装の際
に、襟飾りＡの一方の張出部ｄに設けた着装用のボタンｆを、外したシャツ１の第１ボタ
ンホール３に嵌め合わせる操作、および襟飾りＡの他方の張出部ｄに付設せる着装用のボ
タンホールｅを、外したシャツ１の第１ボタン２に嵌め合わせる操作の作業が、張出部ｄ
に設けた着装用の係合ボタン５とシャツ１に設けた第１ボタンホール３とを手さぐりでさ
ぐり出しながら行われることで手間のかかる厄介な作業となる問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】実用新案登録第３１９１０６０号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１９１０６１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００９】
　本考案において解決しようとする課題は、襟飾りＡの襟元の飾り部ｂの左右の張出部ｃ
・ｄに付設しておく係合ボタン５とボタンホールｅを外したシャツ１の第１ボタン２及び
第１ボタンホール３に対して係合せしめる操作が、簡易に、かつ、手早く行えるようにす
る点にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本考案は、上述の課題を解決するための手段として、開襟の状態としたシャツ１の胸部
の前面に位置する主体部ａと、その主体部ａの上方に接続して同上状態のシャツ１の襟元
部の前面に位置する飾り部ｂと、その飾り部ｂの左右の肩部からそれぞれ外側に張り出す
左右の張出部ｃ・ｄと、を備え、その左右の張出部ｃ・ｄのうちの、一方の張出部ｃには
、シャツ１の第１ボタンホール３から外した第１ボタン２に対し嵌合し合うボタンホール
ｅを付設し、他方の張出部ｄには、シャツ１の外した第１ボタンホール３に対し係合し合
う係合ボタン５を付設しておく襟飾りＡにおいて、図８にあるよう前記第１ボタン２と略
同径のスナップボタン雌型４ａとこれに装脱自在に嵌り合うスナップボタン雄型４ｂとか
らなるスナップボタン４を別に用意し、そのスナップボタン４のスナップボタン雄型４ｂ
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は、シャツ１の外した第１ボタンホール３と対向する一方の張出部ｃの裏面側に取り付け
、スナップボタン雌型４ａは、図９にあるようシャツ１の外した第１ボタンホール３に対
して装脱自在に嵌り合う係合ボタンｆと重ね合わせて縫い糸６により縫い合わせておいて
、その係合ボタンｆの前記第１ボタンホール３に対して嵌合せしめることにより係合ボタ
ンｆをシャツ１の第１ボタンホール３の外面位置に付設せしめることを特徴とする襟飾り
の装着手段を提起するものである。
　また、これに併せて、シャツ１の第１ボタン２をシャツ１から取り除いて、スナップボ
タンの雌型４ａを付け替え取り付けておき、襟飾りＡの左右の張出部ｃ・ｄのうちの、シ
ャツ１の外した第１ボタン２に対し重合する他方の張出部ｄの裏面側には、前記スナップ
ボタン雌型４ａに対し装脱自在に嵌り合うスナップボタン雄型４ｂを付設しておくことを
特徴とする襟飾りの装着手段を提起するものである。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案による襟飾りの装着手段は、シャツ１の襟元を開襟の状態とするために外したシ
ャツ１の第１ボタン２と第１ボタンホール３を利用して、襟飾りＡをシャツ１の襟元に着
装するとき、用意しておくスナップボタン４のスナップボタン雌型４ａが、それに重ね合
わせて縫い合わせた係合ボタンｆと、第１ボタン２から外したシャツ１の第１ボタンホー
ル３との嵌め合わせにより、その第１ボタンホール３の外面に付設された状態となるから
、これに、襟飾りＡの一方の張出部ｃの裏面側に付設しておくスナップボタン雄型４ｂを
当接せしめて嵌合させれば、襟飾りＡの一方の張出部ｃの、シャツ１の襟元部における立
ち代１０の外面に対する止着が行われ、襟飾りの装着が終了した結果となるので、襟飾り
Ａを着装する操作が、簡易に、かつ、手早く行えるようになる。
【００１２】
　また、シャツ１の第１ボタン２は取り除いて、そのシャツ１の第１ボタン２を取り付け
ていた位置には、該第１ボタン２と略同じ大きさのスナップボタン雌型４ａを替えて付設
しておき、第１ボタン２と対向する襟飾りＡの他方の張出部ｄには、前記第１ボタン２に
替えて付設せるスナップボタン雌型４ａに対して装脱自在に嵌り合うスナップボタン雄型
４ｂを付設しておくときは、襟飾りＡをシャツ１に襟元部に装着するとき、襟飾りＡの他
方の張出部ｄを、シャツ１の、第１ボタン２に替えてスナップボタン雌型４ａが付設され
るシャツ１の立ち代１０の外面に重ね合わせて、その他方の張出部ｄの裏面側に付設して
おくスナップボタン雄型４ｂを、シャツ１の第１ボタン２と付け替えて付設したスナップ
ボタン雌型４ａに当接させて、嵌合させれば、この他方の張出部ｄのシャツ１の立ち代１
０に対する係着が完了した結果となるから、襟飾りＡを装着するための作業操作が、簡易
に、かつ、手早く行えるようになる。
【００１３】
　また、一方の張出部ｃの裏面側に付設するスナップボタン雄型４ｂを、その一方の張出
部ｃの裏生地に付設し、他方の張出部ｄに設けるボタンホールｅを、その他方の張出部ｄ
の裏生地に形設したときは、スナップボタン雄型４ｂとボタンホールｅとが、襟飾りＡの
飾り部ｂで隠されて、飾り部ｂの外面側を、きれいなものとする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】シャツの襟元部の正面図である。
【図２】同上シャツの第１ボタンと第１ボタンホールとの嵌め合いを外して、開襟の状態
としたシャツの襟元部の正面図である。
【図３】同上状態のシャツの襟元部に、外した第１ボタンと第１ボタンホールとを利用し
て装着する形態の襟飾りの正面図である。
【図４】同上形態の襟飾りを、同上状態のシャツの襟元部に装着した状態の正面図である
。
【図５】本考案手段を実施せる襟飾りの正面図である。
【図６】同上襟飾りの裏面側から見た背面図である。
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【図７】同上襟飾りをシャツの襟元部に装着した状態時の正面図である。
【図８】同上襟飾りに付設するスナップボタンの斜視図である。
【図９】同上スナップボタンのスナップボタン雌型と係合ボタンとを縫い糸により重合し
た状態に閉じ合わせて連係させる作業の説明図である。
【図１０】同上スナップボタンのスナップボタン雌型と係合ボタンとを縫い糸により閉じ
合わせた状態の側面視における説明図である。
【図１１】同上スナップボタンのスナップボタン雌型を、シャツの外した第１ボタンホー
ルに対して取り付けセットする操作作業の説明図である。
【図１２】同上スナップボタンのスナップボタン雄型を、襟飾りの一方の張出部の裏面側
に取り付けセットした状態を示す襟飾りの背面図である。
【図１３】襟飾りの飾り部の内部に装入する骨格の正面図である。
【図１４】本考案手段の第２の実施例におけるシャツの襟元部の正面図である。
【図１５】同上の第２の実施例における襟飾りの正面図である。
【図１６】同上実施例の襟飾りの、裏面から見た斜視図である。
【図１７】本考案手段を実施せる襟飾りを形成するネクタイ生地の型どり截断した状態の
平面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１５】
　次に、本考案の実施の態様を、実施例につき図面に従い詳述する。
【実施例１】
【００１６】
　図５乃至図１３は、本考案手段の第１の実施例を示す。これら図において、１はシャツ
、１０はそのシャツ１の襟元部の立ち代、２はその立ち代１０の、シャツ１の襟元に臨む
一方の端部の外面に付設した第１ボタン、３は前記第１ボタン２と嵌め合わせるよう前記
立ち代１０の他方の端部に付設せる第１ボタンホールを示す。また、Ａは襟飾りの全体、
ａはその襟飾りＡの、着装時にシャツ１の胸部の前面に帯状に垂れ下がるようになる主体
部、ｂはその主体部ａの上方に連続して形成され、襟飾りＡの着装時に、シャツ１の襟元
に位置してくる飾り部、ｃ、ｄは、その飾り部ｂの左右の肩部からそれぞれ外側に向け突
出するように設けた張出部を示す。
【００１７】
　これら張出部ｃ・ｄのうちで、襟飾りＡを着装した際の、シャツ１の襟元の立ち代１０
の端部に付設せる第１ボタン２の外面側に被さるようになる他方の張出部ｄには、その第
１ボタン２が、シャツ１の立ち代１０の他方の端部に設けた第１ボタンホール３から外さ
れた状態のところに、その第１ボタン２に対し係脱自在に嵌合するボタンホールｅが付設
される。
【００１８】
　該ボタンホールｅは、図１６に示している如く、襟飾りＡを形成すべく、適宜のネクタ
イ生地を截断して、表側生地Ａ１と裏側生地Ａ２とが連続する形態に形成し、それの裏側
生地Ａ２を表側生地Ａ１に重ね合わせて縫い合わせ、襟飾りＡを織成するとき、裏側生地
Ａ２の他方の張出部ｄの内面側には、補強用の当て布７を装置しておき、この当て布７に
設ける切欠穴と裏側生地Ａ２に設ける切欠穴とにより、該ボタンホールｅを構成し、これ
により、該ボタンホールｅが、他方の張出部ｄの裏面側だけに開口した状態に付設される
ようにしている。
【００１９】
　張出部ｃ・ｄのうちの、襟飾りＡを着装したときに、シャツ１の襟元の立ち代１０の、
第１ボタンホール３が形成されている側の外面に対して被さるように重合していく一方の
張出部ｃには、それの裏面側で、シャツ１の襟元に設けた第１ボタンホール３と対向する
部位には、図６にあるようスナップボタン４のスナップボタン雄型４ｂが付設される。こ
のスナップボタン雄型４ｂは、図８に示している如く、スナップボタン雌型４ａとスナッ
プボタン雄型４ｂとの組み合わせで構成される通常のスナップボタン４の雄型であり、そ
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れの大きさが、シャツ１の襟元に付設される第１ボタン２と略同じに形成してある。そし
て、このスナップボタン雄型４ｂは、前述の他方の張出部ｄにボタンホールｅを形設する
場合と同様に、該張出部ｃの内部に、補強用の当て布７を装置しておいて、この当て布７
に対し縫い糸により縫い付けることで、該張出部ｃの裏面側に取り付けてある。
【００２０】
　４ａは、上記スナップボタン雄型４ｂを嵌め合わせることで、襟飾りＡの一方の張出部
ｃを、シャツ１の第１ボタンホール３の外面側に対し止着せしめるためのスナップボタン
雄型で、前述した如く、スナップボタン雄型４ｂと組み合わせることで構成されるスナッ
プボタン４のスナップボタン雌型４ａである。そして、このスナップボタン雌型４ａは、
それの大きさを、シャツ１に付設する第１ボタン２と略同径のものに形成したものとする
が、それの背面側に、第１ボタン２と略同径に形成した係合ボタンｆを重ね合わせ、図９
にあるように、縫い糸６によりこの係合ボタンｆとスナップボタン雌型４ａとを閉じ合わ
せて、二枚重ねの状態としておく。そして、このスナップボタン雌型４ａは、襟飾りＡを
装着するときに、シャツ１の、第１ボタン２から外されている第１ボタンホール３に対し
、該スナップボタン雌型４ａに閉じ合わせてある係合ボタンｆを、図１１にて説明してい
る如く、嵌め込んで係止することで、その係合ボタンｆに縫い糸で連結支持された状態と
なって、第１ボタンホール３の外面側の位置に付設された状態となるようにしてある。
【００２１】
　このことから、このスナップボタン雌型４ａは、襟飾りＡの着装を行わないときは、襟
飾りＡの他方の張出部ｄに付設しておくスナップボタン雄型４ｂに嵌め合わせておくなど
により、着装前の襟飾りＡに保持せしめておいて、襟飾りＡを着装するときに、その張出
部ｄに付設せるスナップボタン雄型４ｂから外して襟飾りＡから取り外し、この外したス
ナップボタン雌型４ａに一体的に閉じ合わせてある係合ボタンｆを第１ボタンホール３に
対して嵌め合わせることにより、シャツ１の第１ボタンホール３の外面側の所定位置に組
み付け付設した状態となって、このスナップボタン雌型４ａに対する他方の張出部ｄに付
設せるスナップボタン雄型４ｂの嵌め合わせで、他方の張出部ｄのシャツ１の襟元に対す
る止着が行えるようになる。
【００２２】
　また、図１３は、襟飾りＡの飾り部ｂの形態を前後方向に膨らみのある形状に成形する
ために、飾り部ｂの内部に組み込む骨格８を示す。この骨格８は、樹脂材、または金属線
材で組み立て成形したもので、襟飾りＡを截断したネクタイ生地を縫い合わせて組み立て
形成するときに、襟飾りＡの飾り部ｂ内に組み込んでおくことで、飾り部ｂを厚さ方向に
膨らみのある形状に形成するようにしてある。
【実施例２】
【００２３】
　次に、図１４及び図１５は、本考案手段の第２の実施例を示している。この第２の実施
例の手段は、襟飾りＡの他方の張出部ｄとシャツ１の第１ボタン２を設けた立ち代１０と
の係合止着を、スナップボタン雌型４ａとスナップボタン雄型４ｂとからなるスナップボ
タン４を用いて行うようにした手段である。
【００２４】
　この例においては、襟飾りＡの他方の張出部ｄの裏面側で、シャツ１の第１ボタン２に
対向する部位には、スナップボタン雄型４ｂを縫い糸により止着するが、このスナップボ
タン雄型４ｂと嵌り合うスナップボタン雌型４ａは、図１４で示しているようシャツ１の
第１ボタン２をシャツ１から取り外して、その取り外した第１ボタン２が取り付けてあっ
た位置に、その第１ボタン２に替えて、該スナップボタン雌型４ａを取り付け止着するよ
うにしてある。
【００２５】
　この手段は、シャツ１の第１ボタン２をシャツ１から取り外して、そこに、スナップボ
タン雌型４ａを取り付けることから、シャツ１は、開襟した状態でしか着られないように
なるが、襟飾りＡの着装が襟飾りＡの張出部ｄに付設せるスナップボタン雄型４ｂとシャ
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ツ１の立ち代１０に付設せるスナップボタン雌型４ａと嵌め合わせる簡単な操作で行える
ようになる。
【符号の説明】
【００２６】
　Ａ　　襟飾り
　Ａ１　表側生地
　Ａ２　裏側生地
　Ｙ　　開放部
　ａ　　主体部
　ｂ　　飾り部
　ｃ・ｄ　　張出部
　ｅ　　ボタンホール
　ｆ　　係合ボタン
　１　　シャツ
　２　　第１ボタン
　３　　第１ボタンホール
　４　　スナップボタン
　４ａ　スナップボタン雌型
　４ｂ　スナップボタン雄型
　５　　係合ボタン
　６　　縫い糸
　７　　当て布
　８　　骨格
１０　　立ち代

【図１】

【図２】

【図３】
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【図９】



(9) JP 3201742 U 2015.12.24

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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